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人 権 身 の 上 相 談

勤め先、そ の他で、自分は「 人
権」を侵害されている と思ったと
きは、どうぞ相談 においでくださ
い。 東京法 務局職員・足立区人権
擁護委員 が相談に 応じ ます。 相談
の秘密は堅 く守 ります。毎週第三
金曜日、午後1 時 ～4 時。区役所( 1

階) 相談室。

人 口 調 べ

( 昭和45年8 月1 日現在)

世 帯　　　178, 507

男　　　　294, 166

女　　　　281, 078
計　　　　575, 244

( 前月 より687 人増加)

家
族
そ
ろ
っ
て
受
け
ま
し
ょ
う

―
―
無
料
健
康
診
断
―
―

区
と
足
立
・
千
住
保
健
所
で
は
、
次
の
と
お
り
無
料
健
康
診
断
を
行
な
い
ま

す
。
み
な
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
お
近
く
の
会
場
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

近
年
、
日
本
国
内
で
は
、
結
核
が
た

し
か
に
減
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ

れ
で
も
結
核
に
よ
る
死
亡
率
は
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
十
倍
以
上
で
す
。
こ
の
う
ち

三
十
歳
以
上
は
、
こ
ど
も
の
十
倍
、
六

十
歳
以
上
は
十
五
倍
と
な
っ
て

い
ま

す
。ふ

だ
ん
、
健
康
診
断
を
受
け
る
機
会

の
少
な
い
家
庭
の
主
婦
や
、
自
由
業
・

個
人
企
業
な
ど
に
勤
め
て
い
る
か
た
な

ど
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
け
ま
し
ょ

う
。検

査
内
容
=
(
1
)
レ
ン
ト
ゲ
ン
胸
部
撮

影
…
結
核
ば
か
り
で
な
く
、肺
ガ
ン
や

心
臓
の
大
き
さ
も
わ
か
り
ま
す
。(
2
)
血

圧
測
定
…
脳
卒
中
や
高
血
圧
の
予
防
の

た
め
に
(
成
人
病
は
、死
亡
率
の
卜
ッ

プ
)
　
(
3
)
尿
検
査
…
蛋
白
質
と
糖
(
じ

ん
臓
病
や
糖
尿
病
の
早
期
発
見
の
た
め

に
)日

時
と
会
場
=
▽
九
月
七
日
(
月
)

第
一
中
　
▽
八
日
(
火
)
千
寿
第
三
小

▽
九
日
(
水
)
千
住
保
健
所
　
▽
十

日
(
木
)
西
新
井
第
二
小
・
宮
城
小
　

▽
十
一
日
(
金
)
区
青
年
館
・
江
北
小

▽
十
四
日
(
月
)
綾
瀬
小
　
▽
十
六

日
(
水
)
西
新
井
小
・
正
和
タ
ク
シ
ー

構
内
　
▽
十
七
日
(
木
)
舎
人
小
・
東

綾
瀬
団
地
内
　
▽
十
八
日
(
金
)
伊
興

小
・
大
谷
田
小
　
▽
二
十
一
日
(
月
)

関
原
小
・
千
寿
第
四
小
　
▽
二
十
二
日
(

火
)
本
木
小
・
北
三
谷
小
　
▽
二
十

四
日
(
木
)
本
木
東
小
・
新
田
小
　
▽

二
十
五
日
(
金
)
寺
地
小
・
千
寿
小
　

▽
二
十
八
日
(
月
)
東
和
保
健
相
談
所

▽
二
十
九
日
(
火
)
島
根
小
・
千
寿

第
八
小
　
▽
三
十
日
(
水
)
梅
島
小
・

千
寿
旭
小
　
▽
十
月
一
日
(
木
)
足
立

保
健
所
・
中
川
小
　
▽
二
日
(
金
)
五

反
野
小
　
▽
五
日
(
月
)
弘
道
第
一
小

▽
六
日
(
火
)
加
平
小
　
▽
七
日
(

水
)
保
塚
町
丸
栄
建
設
　
▽
八
日
(
木
)

渕
江
土
地
区
画
整
理
組

合
　
▽
九
日
(

金
)
保
木
間
小
　
▽
十
三
日
(
火
)

渕
江
第
二
小
　
▽
十
四
日
(
水
)
渕
江

小
　
▽
十
六
日
(
金
)
花
畑
老
人
ホ
ー

ム
　
▽
二
十
日
(
火
)
花
畑
小

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
一
時
三
〇

分
～
三
時
(
雨
天
で
も
行
な
い
ま
す
)

※
レ
ン
ト
ゲ
ン
は
、
着
衣
の
ま
ま
か

ん
た
ん
に
早
く
と
れ
ま
す
。
血
圧
測
定

を
受
け
る
か
た
は
、
上
ば
き
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
(
三
十
歳
以
上
の
か
た
)

。

レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
の
結
果
は
、
異
状
の

あ
っ
た
か
た
だ
け
に
通
知
し
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
次
の
い
ず
れ
か
へ
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

足
立
保
健
所
予
防
課
業
務
係

電
話
　
八
四
〇
―
五
一
四
一

千
住
保
健
所
予
防
課
業
務
係

電
話
　
八
八
八
―
四
二
七
七

心・身障害者のための

無 料 生 活 相 談

区
の
福
祉
事

務
所
で
は
、
か

ら
だ
の
不
自
由

な
か
た
、
ち
え

お
く
れ
の
か
た

の
た
め
の
無
料

生
活
相
談
を
次

の
と
お
り
行
な

い
ま
す
。
相
談

に
は
各
専
門
の

医
師
な
ど
が
あ
た
り
ま
す
。

日
時
　
昭
和
四
十
五
年
十
月
七
日
(
水
)

午
後
一
時
～
三
時

場
所
　
千
住
第
二
小
学
校
体
育
館
(
千

住
宮
元
町
六
―
一
)

相
談
内
容
　
生
活
の
こ
と
/
医
療
/
補

装
具
/
職
業
/
年
金
/
児
童
/
手
帳

交
付
/
施
設
入
所
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

▽
足
立
福
祉
事
務
所
(
千
住
柳
町
一
二

―
五
)
八
八
八
―
三
一
四
一

▽
中
部
福
祉
事
務
所
(
関
原
二
丁
目
一

〇
―
一
〇
)
八
八
九
―
一
四
八
一

▽
東
部
福
祉
事
務
所
(
東
綾
瀬
一
丁
目

五
―
一
七
)
六
〇
五
―
七
一
〇
一

都
心
区
と
の
格
差
を
是
正
せ
よ

江
東
地
区
開
発
促
進
大
会
開
く

江
東
五
区
(
墨
田
・
江
東
・
足
立
・

葛
飾
・
江
戸
川
)
が
一
丸
と
な
っ
て
、

江
東
地
区
の
開
発
を
促
進
し
よ
う
―
―

と
い
う
「
江
東
地
区
開
発
促
進
大
会
」(

会
長
―
小
松
崎
軍
次
江
東
区
長
)
が
、

去
る
八
月
七
日
午
後
二
時
か
ら
江
東
区

の
江
東
公
会
堂
で
開
か
れ
ま
し
た
。

第
七
回
を
む
か
え
た
こ
の
日
、来
賓

に
美
濃
部
都
知
事
を
迎
え
、各
区
の
区

長
、議
長
、区
議
会
議
員
や
関
係
国
会

議
員
と
一
般
区
民
の
か
た
が
た
な
ど
、

お
よ
そ
一
千
人
が
参
加
。江
東
地
区
の

開
発
、都
心
区
と
の
格
差
是
正
を
訴
え

る
各
区
代
表
の
意
見
発
表
が
あ
り
、
〝

大
会
宣
言
〟
〝
大
会
決
議
〟
を
万
場

一
致
で
採
択
し
ま
し

た
。

今
回
の
大
会
で
は
、(
1
)
文
化
な
ら
び

に
福
祉
対
策
に
つ
い
て
　
(
2
)
下
水
道
対

策
に
つ
い
て
　
(
3
)
交
通
対
策
に
つ
い
て
　
(
4
)

防
災
対
策
に
つ
い
て
　
(
5
)
教
育
施

設
対
策
に
つ
い
て
―
の
五
項
目
に
つ
い

て
、
各
区
代
表
か
ら
意
見
の
発
表
が
あ

り
江
東
五
区
住
民
の
総
意
を
結
集
し
て

国
会
や
政
府
、
都
議
会
、
都
な
ど
に
強
<

働
き
か
け
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
美
濃
部
知
事
は
「
都

と
し
て
も
江
東
地
区
の
再
開
発
を
積
極

的
に
取
り
組
み
た
い

。
み
な
さ
ん
の
協

力
を
お
願
い
す
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

各区代表が現状の打開を訴える

9
・
1
5は
敬
老
の
日

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

敬
老
金
を
ど
う
ぞ

九
月
十
五
日
、
敬
老
の
日
に
長
寿
を

祝
い
、
敬
老
金
五
〇
〇
〇
円
を
贈
り
ま

す
。今

回
の
対
象
と
な
る
方
は
、
昭
和
四

十
五
年
九
月
十
五
日
現
在
、
満
七
十
五

歳
以
上
(
明
治
二
十
八
年
九
月
十
六
日

以
前
に
生
ま
れ
た
方
)
で
、
昭
和
四
十

二
年
九
月
十
六
日
以
前
か
ら
引
き
続
い

て
都
民
と
し
て
、
住
民
基
本
台
帳
、
外

国
人
登
録
原
票
に
登
載
さ
れ
て
い
る
方

で
す
。
受
給
対
象
と
な
ら
れ
る
方
お
よ

び
受
給
資
格
が
あ
っ
て
、
新
し
く
足
立

区
に
転
入
さ
れ
た
方
は
福
祉
課
に
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

健
康
診
査
で

た
し
か
め
て

区
で
は
、
満
六
十
五
歳
以
上
の
か
た

を
対
象
と
す
る
「
老
人
健
康
診
査
」
を

九
月
い
っ
ぱ
い
行
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
健
康
診
査
は
、
比
較
的
お
と
し

よ
り
に
多
い
、
か
く
れ
た
病
気
を
発
見

す
る
た
め
の
診
査
で

、
診
査
の
結
果
病

気
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
れ
ば
、
そ
れ
に

つ
い
て
医
師
が
指
導
に
あ
た
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
受
診
さ
れ
る
よ
う
お
す
す
め

し
ま
す
。

な
お
、
こ
と
し
か
ら
、
長
い
間
寝
た

き
り
で
医
院
な
ど
に
行
け
な
い
か
た
に

は

、
医
師
が
訪
問
し
て
診
査
し
ま
す
か

ら
、
ご
希
望
の
か
た
は
、
近
く
の
お
医

者
さ
ん
に
ご
相
談
<
だ
さ
い
。

無
料
健
康
診
査
を
受
け
ら
れ
る
人
…

満
六
十
五
歳
以
上
の
区
民
(
明
治
三
十

八
月
四
月
一
日
以
前
生
ま
れ
の
人
)

み
て
も
ら
う
所
=
足
立
区
内
の
内
科

の
医
院
・
診
療
所
・
病
院
(
足
立
区
医

師
会
加
盟
の
も
の
)

。
「
老
人
健
康
診

査
」の
ポ
ス
タ
ー
が
は
っ
て
あ
り
ま
す
。

み
て
も
ら
え
る
期
間
=
昭
和
四
十
五

年
九
月
一
日
～
三
十
日
(
診
療
時
間
内
)

診
査
の
内
容
=
<

一
般
診
査
>
問
診
/

聴
打
診
/
尿
の
検
査
/
血
圧
測
定

<精
密
検
査
>
一
般
診
査
の
結
果
、
病

気
の
疑
い
の
あ
る
人
…
尿
・
便
の
検
査
/

血
液
の
検
査
/
眼
の
検
査
/
胸
部
レ

ン
ト
ゲ
ン
検
査
/
心
電
図
検
査
/
胃
の

レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査

持
参
す
る
も
の
=
通
知
書
(
区
役
所

か
ら
送
付
し
た
健
康
診
査
の
お
知
ら
せ

ハ
ガ
キ
)
・
健
康
保
険
証

く
わ
し
く
は
、
お
近
く
の
医
師
ま
た

は
、
区
役
所
保
健
衛
生
係
へ
ど
う
ぞ
。

国
勢
調
査

の
は
な
し(4)

本
年
十
月
一
日
、
午
前
零

時
を
期
し
て
、
日
本
国
内
い

っ
せ
い
に
行
な
わ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
国
、
都
道
府

県
、
市
区
町
村
の
行
政
の
基

本
と
な
る
資
料
を
得
る
た
め
に
行
な
わ
れ
る
も
の
で

す
。わ

が
国
の
国
勢
調
査
は
、
大
正
九
年
の
第
一
回
調

査
以
来
、
全
国
の
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
と
国
勢
調
査

員
の
か
た
が
た
の
ご
尽
力
に
よ
っ
て

、
世
界
的
に
権

威
あ
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
十
一
回
め

の
調
査
に
な
り
ま
す
。

こ
の
調
査
で
は
、
個
人
や
世
帯
に
つ
い
て
、
い
ろ

い
ろ
と
立
ち
入
っ
た
こ
と
を
調
査
し
ま
す
が
、
こ
れ

ら
申
告
さ
れ
た
こ
と
が
ら
は
、
統
計
資
料
を
作
る
た

め
に
だ
け
用
い
ら
れ
、
そ
れ
以
外
の
目
的
(
課
税
な

ど
)
に
は
絶
対
使
わ
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
調
査
員
や
調
査
関
係
者
が
調
査
上
知
り
得

た
個
人
的
な
こ
と
が
ら
を
、
他
人
に
も
ら
し
た
り
す

る
こ
と
も
「
統
計
法
」
に
よ
っ
て
、
固
く
禁
じ
ら
れ

て
い
ま
す
。
信
頼
で
き
る
統
計
を
つ
く
る
た
め

に

は
、
真
実
の
申
告
が
ぜ
ひ
必
要
で
す
が
、
そ
れ
に
よ

っ
て
申
告
者
が
不
利
益
を
受
け
な
い
よ
う
、
こ
の
法

に
よ
っ
て
守
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

今
回
の
調
査
員
は
、
全
国
で
約
五
十
七
万
人
、
足

立
区
内
で
は
、
約
三
千
四
百
人
が
調
査
活
動
に
あ
た

り
ま
す
。
調
査
票
は
、
十
月
一
日
の
約
一
週
間
前
か

ら
配
ら
れ
、
十
月
一
日
か
ら
五
日
ま
で
に
回
収
さ
れ

ま
す
。
調
査
員
が
お
宅
に
訪
問
し
た
と
き
は
、
ど
う

ぞ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

こ
の
回
収
さ
れ
た
調
査
票
は
、
区
で
ま
と
め
、
総

理
府
統
計
局
へ
送
ら
れ
ま
す
。
全
国
か
ら
集
ま
っ
た

も
の
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
か
け
ら
れ
、
昭
和
四

十
八
年
十
二
月
ご
ろ
に
は
す
べ
て
の
集
計
結
果
が
で

ま
す
。

み
な
さ
ま
の
手
に
よ
っ
て
記
入
さ
れ
た
調
査
票

が
、
あ
す
の
明
る
い
社
会
を
築
づ
く
基
礎
と
な
り
ま

す
よ
う
、
ど
う
ぞ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
と
楽
し
く

一
日
を

九
月
六
日
(
日
曜
日
)

、
中
部
区
民

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
老
人
集
会
室
で
、
お

年
寄
り
と
子
ど
も
の
交
歓
会
を
開
き
ま

す
。
時
間
は
午
後
二
時
～
四
時
ま
で
。

▼
楽
器
演
奏
・
人
形
劇
・
コ
ン
ト
・
民

謡
・
そ
の
他

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

9
月
1
1
日
～
1
5
日

区
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
昭
和
四

十
五
年
九
月
一
日
現
在
で
、
新
し
く
登

録
さ
れ
る
資
格
を
得
た
か
た
な
ど
を
対

象
に
し
た
「
選
挙
人
名
簿
」
を
つ
く
り

ま
し
た
。

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い

と
、
選
挙
の
と
き
に
投
票
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
か
ら
、
次
の
か
た
は
、
ぜ

ひ
一
度
、
名
簿
を
お
確
か
め

く
だ
さ

い
。

◎
ま
だ
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
な
い
年
齢
満
二
十
歳
(
九
月
一
日

現
在
)
以
上
の
か
た
。

◎
こ
と
し
の
六
月
一
日
以
前
に
転
入
届

を
さ
れ
、
引
き
続
き
区
内
に
住
所
の

あ
る
か
た
。

名
簿
を
お
見
せ
す
る
期
間
=
九
月
十
一

日
(
金
)
～
十
五
日
(
火
)

。
時
間
は

毎
日
午
前
八
時
三
〇
分
～
午
後
五
時

。

場
所
=
区
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局

(
区
役
所
三
階
)
、
ま
た
は
、
所
管
の

区
役
所
出
張
所
(
出
張
所
は
、
土
曜
日

の
午
後
・
日
曜
日
・
祭
日
は

休
み
で

す
)

。
婦
人
パ
ー
ト

の
講
習
会

足
立
公
共
職
業
安
定
所
で
は
、
婦
人

の
た
め
の
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
講

習
会

を
、
次
の
と
お
り
開
き
ま
す
。
お
気
軽

に
ど
う
ぞ
。

と
き
　
九
月
十
六
日
(
水
)
～
十
八
日
(

金
)
　

い
ず
れ
も
午
後
一
時
～
四
時

と
こ
ろ
　
千
寿
会
館
(
千
住
仲
町
―
千

住
消
防
署
前
を
入
る
)

内
容
　
専
門
講
師
に
よ
る
パ
ー
ト
タ
イ

ム
の
話
/
職
場
見
学
(
バ
ス
)
/

仕
事

の
即
時
紹
介

定
員
　
一
〇
〇
名
(
申
込
み
順
)

申
込
み
先
　
足
立
公
共
職
業
安
定
所
パ

ー
ト
係
(
千
住
河
原
町
)

電
話
　
八
八
二
―
一
二
八
七

お

礼

区
の
育
英

資
金
に
と
、

次
の
か
た
か

ら
多
額
の
ご
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

▽
一
瀬
儀
助
さ
ん
(
6
7
歳
/
千
住
橋

戸
町
五
〇
)
　

▽
鈴
木
直
次
さ
ん
4
9歳
/

綾
瀬
四
丁
目
一
二
―
一
九
)

。

■
趣
味
の
教
室

東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
(
東
綾
瀬
一
丁
目
五
―
一
七
)
で
は
、

次
の
よ
う
な
趣
味
と
実
益
を
兼
ね
た
「
教
室
」
を
開
き
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。お
申
込
み
は
、直
接
セ
ン
タ
ー
事
業
係
へ
。

電
話
六
〇
五
―
七
一
〇
一
　
(

月
曜
日
は
休
館
日
で
す
)

書
道
教
室
《
初
心
者
歓
迎
》
　
日
時
―
毎
週
火
曜
日
/
午
前
十
時

～
十
一
時
三
〇
分
　
講
師
―
高
木
秀
雲
氏

美
容
教
室
《
灼
い
た
肌
・
い
た
ん
だ
髪
の
手
入
れ
法
》
　
日
時
―

九
月
八
日
(
火
)
午
前
十
時
～
十
二
時
　
指
導
―
こ
と
ぶ
き
会
美
容

部
員文

学
教
室
《
枕
草
子
》
　
日
時
―
九
月
九
日
(
水
)
午
後
一
時
三

〇
分
～
三
時
三
〇
分
　
講
師
―
阿
川
昔
氏

指
圧
教
室
　
日
時
―
九
月
十
日
(
木
)
午
後
一
時
三
〇
分
～
二
時

三
〇
分
　
講
師
―
足
立
区
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
会
員

絵
画
教
室
《
油
絵
》
　
日
時
―
九
月
十
二
日
(
土
)
午
後
一
時
三

〇
分
～
四
時
三
〇
分
　
講
師
―
木
村
林
吉
氏

料
理
教
室
《
季
節
の
お
総
菜
》
　
日
時
―
九
月
十
七
日
(
木
)
午

後
一
時
三
〇
分
～
二
時
三
〇
分
　
講
師
―
増
田
幸
永
氏

生
花
教
室
《
古
流
》
　
日
時
―
九
月
十
八
日
(
金
)
午
前
十
時
～

十
一
時
三
〇
分

講
師
―
岩
佐
マ
チ
氏
　
材
料
費
―
二
〇
〇
円
(
は

さ
み
を
持
参
)

手
芸
教
室
《
き
め
こ
み
人
形
》
　
日
時
―
九
月
二
十
五
日
(
金
)

午
後
一
時
～
四
時
　
講
師
―
勝
俣
寿
美
子
氏
　
材
料
費
―
一
五
〇
〇

～
二
〇
〇
〇
円

テ
ー
ブ
ル
・
マ
ナ
ー
《
西
洋
料
理
》
　
日
時
―
九
月
二
十

六
日
(

土
)
午
前
十
一
時
～
午
後
一
時
　
講
師
―
精
養
軒
・
井
上
尚
二
氏

申
込
み
は
、
会
費
一
五
〇
〇
円
を
そ
え
て
直
接
セ
ン
タ
ー
事
業
係
へ

■
都
営
住
宅
入
居
募
集

都
で
は
都
営
住
宅
の
入
居
申
込
み
受
付
け
を
、
次
の
と
お
り
行
な

い
ま
す
。

申
込
み
用
紙
の
交
付
=
九
月
七
日
(
月
)
～
十
二
日
(
土
)
　

も

よ
り
の
区
役
所
出
張
所
、
ま
た
は
区
役
所
区
民
部
管
理
課
(
一
階
)
　

▽
用
紙
の
交
付
を
受
け
る
と
き
、
米
の
通
帳
(
昭
和
四
十
五
年
十

一
月
三
十
日
ま
で
有
効
の
も
の
)
を
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

申
込
み
方
法
=
昭
和
四
十
五
年
九
月
七
日
～
十
二
日
内
の
消
印
が

あ
り
、
九
月
十
五
日
ま
で
に
東
京
中
央
郵
便
局
に
到
着
し
た
も
の
。

申
込
み
資
格
=
(
1
)
都
内
に
居
住
す
る
成
人
で
、住
民
票
に
記
載
さ

れ
て
い
る
こ
と
　
(
2
)
同
居
親
族
(
婚
約
者
を
含
む
)
が
あ
る
こ
と
　
(
3
)

住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
　
(
4
)
収
入
(
同
居
親
族
に
収
入
が
あ
る

場
合
は
、
そ
の
合
算
額
)
が
、
定
め
ら
れ
た
基
準
内
で
あ
る
こ
と
。

今
回
募
集
の
住
宅
の
所
在
地
や
数
な
ど
、
く
わ
し
く
は
「
申
込
み

の
し
お
り
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
(
申
込
み
用
紙
に
つ
い
て
い
ま
す
)

た
す
け

あ
って

共
同
募
金
1O 月1 日 か ら
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交
通
事
故
防
止
に

〝
グ
リ
ー
ン
作
戦
〟

区
で
は
、
学
童
の
通
学
路
に
、
交
通

事
故
防
止
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
取
り
付

け
て
い
ま
す
が
、
こ
の
ほ
ど
、
通
学
路

で
あ
る
こ
と
を
自
動
車
の
運
転
者
に
よ

く
わ
か
る
よ
う
に
と
、
緑
色
に
ぬ
り
ま

し
た
。

こ
れ
は
、
「
東
京
都
交
通
災
害
防
止

協
会
」
が
、
学
童
の
交
通
事
故
を
防
止

す
る
た
め
に
実
施
す
る
事
業
の
一
つ
で

す
。
今
後
、
都
内
の
主
要
通
学
路
は
、

全
部
こ
の
「
グ
リ
ー
ン
」
の
色
で
統
一

さ
れ
ま
す
。

自
動
車
や
オ
ー
ト
バ
イ
な
ど
を
運
転

す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ
ん
は
、
こ

の
グ
リ
ー
ン
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
あ
る

道
路
で
は
、
学
童
の
安
全
歩
行
に
特
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

交

通

事
故

に

気
を

つ

け

て

こ
と
し
の
夏
休
み
は
、
万
博
な
ど
へ

行
っ
た
お
と
も
だ
ち
も
多
か
っ
た
で
し

ょ
う
。そ
し
て
、長
い
間
休
み
が
続
い
た

た
め
、
ふ
だ
ん
の
生
活
も
多
少
不
規

則
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。も

う
、
二
学
期
は
始
ま
り
ま
し
た
。

寝
ぼ
う
な
ど
し
て
、
学
校
に
遅
刻
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

寝
ぼ
う
や
忘
れ
も
の
を
し
た
た
め
、

あ
わ
て
て
道
路
に
飛
び
だ
し
た
り
す
る

と
、
交
通
事
故
に
あ
う
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
。
夏
休
み
気
分
は
一
日
も
早
く
直

し
、
元
気
で
学
校
へ
通
い
ま
し
ょ
う
。

巡
回

児
童

相
談

区
で
は
、
都
の
児
童
相
談
所
と
共
同

で
、
次
に
よ
り
巡
回
児
童
相
談
を
行
な

い
ま
す
。

内
容
は
、
専
門
家
が
子
ど
も
の
性
格

や
教
育
の
問
題
(
た
と
え
ば
、
学
校
ぎ

ら
い
、
わ
が
ま
ま
、
ち
え
遅
れ
、
か
ら

だ
の
不
自
由
な
ど
)
心
配
ご
と
な
ら
、

な
ん
で
も
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
内
容
の
秘
密
は
、
固
く
守
り
ま

す
の
で

、
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ

さ

い
。
費
用
は
無
料
で
す
。
時
間
は
い
ず

れ
も
午
前
十
時
～
午
後
三
時
。

▽
九
月
十
七
日
(
木
)
=

東
部
区
民
福

祉
セ
ン
タ
ー
(
東
綾
瀬
一
丁
目
五
―
一

七
/
電
話
六
〇
五
―
七
一
〇
一
)

▽
九
月
十
八
日
(
金
)
=

中
部
区
民
福

祉
セ
ン
タ
ー
(
関
原
二
丁
目
一
〇
―
一

〇
/
電
話
八
八
九
―
一
四
八
一
)

▽
九
月
二
十
一
日
(
月
)
=

足
立
福
祉

事
務
所
(
千
住
柳
町
一
二
―
五
/
電
話

八
八
八
―
五
一
四
一
)

ミ
ル
ク
を
さ
し
あ
げ
ま
す

妊
産
婦
と
乳
児
の
い
る
家
庭
に

区
で
は
、
出
産
前
後
の
主
婦
や
あ
か

ち
ゃ
ん
の
い
る
次
の
世
帯
に
、
粉
ミ
ル

ク
ま
た
は
生
牛
乳
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

対
象
と
な
る
世
帯
は
…
…

▽
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
世
帯

▽
区
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
世
帯

▽
区
民
税
が
均
等
割
分
だ
け
課
税
さ
れ

て
い
る
世
帯
で
、
保
健
所
長
が
必
要

と
認
め
た
場
合

支
給
期
間
は
、
妊
娠
五
か
月
め
か
ら

出
産
後
十
二
か
月
ま
で
の
十
八
か
月
間

で
、
粉
ミ
ル
ク
の
場
合
は
、
一
か
月
一

㌔
グ
ラ
ム
、
生
牛
乳
の
場
合
は
、
一
か

月
三
十
本
。

支
給
方
法
は
、
粉
ミ
ル
ク
の
場
合
、

各
出
張
所
管
内
の
指
定
薬
局
で
受
給
券

と
引
き
替
え
に
、
ま
た
、
牛
乳
の
場
合

は
、
指
定
牛
乳
店
か
ら
毎
日
自
宅
へ
配

達
し
ま
す
。

お
申
込
み
は
、
母
子
健
康
手
帳
と
印

か
ん
を
持
っ
て
、
所
管
の
出
張
所
へ
お

い
で
く
だ
さ
い
。
く
わ
し
く
は
、
出
張

所
ま
た
は
区
役
所
区
民
部
管
理
課
管
理

係
へ
ど
う
ぞ
。

キ
ケ
ン
!
犬
の
放
し
飼
い

区
内
で
三
百
件
も
の
咬
傷
事
故
が

「
幼
児
、
野
犬
に
か
み
殺
さ
れ
る
」

最
近
の
新
聞
に
、
よ
く
こ
ん
な
記
事
が

見
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
近
年
の

ぺ
ッ
ト
ブ
ー
ム
の
裏
の
一
面
を
表
わ
し

て
い
ま
す
。

足
立
区
内
の
犬
の
登
録
件
数
は
、
現

在
約
一
万
頭
ほ
ど
あ
り
ま
す
が
、
最
近

犬
の
放
し
飼
い
に
よ
る
事
故
が
ふ
え
て

い
ま
す
。
特
に
、
野
犬
を
含
む
野
放
し

の
犬
に
よ
っ
て
幼
児
や
家
庭
を
訪
問
す

る
郵
便
配
達
の
人
た
ち
が
か
ま
れ
る
被

害
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
興
住
宅
地
区
で
は
、
農
作

物
や
庭
を
荒
ら
さ
れ
た
り
、
フ
ン
で
汚

さ
れ
た
り
す
る
な
ど
、
犬
害
の
苦
情
が

昨
年
だ
け
で
一
八
〇
〇
件
も
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
う
ち

、
か
ま
れ
た
事
件

は
、
約
三
〇
〇
件
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
飼
い
主
の
無

責
任
な
放
し
飼
い
に
よ
る
た
め
で
す
。

放
し
飼
い
は
、
東
京
都
飼
い
犬
等
取
締

り
条
例
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
飼

い
犬
が
人
を
か
ん
だ
場
合
は
、
そ
の
飼

い
主
が
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
飼
い
犬
は
、
必
ず
つ
な
い
で
お

く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

犬
の
飼
い
主
の
か
た
へ

家
庭
な
ど
で
犬
を
飼
う
場
合
は
、
次

の
こ
と
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

(
1
)
犬
の
登
録
は
、区
役
所
出
張
所
で
毎

年
一
回
必
ず
行
な
う
(
手
数
料
三
〇
〇

円
)
　
(
2
)
注
射
は
、毎
年
春
・
秋
二
回

開
業
獣
医
師
で
受
け
る
　
(
3
)
昼
夜
を
問

わ
ず
、他
人
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
場
所

に
つ
な
い
で
お
く
　
(
4
)
フ
ン
は
、飼
い

主
が
必
ず
始
末
す
る

犬
が
不
用
に
な
っ
た
と
き
は

最
寄
り
の
保
健
所
に
問
い
合
わ
せ
し

て
、
指
定
さ
れ
た
日
時
に
保
健
所
に
つ

れ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

犬
に
つ
い
て
の
苦
情
・
相
談
は

足
立
保
健
所
(
中
央
本
町
一
丁
目
五

―
三
)
　

八
四
〇
―
五
一
四
一

千
住
保
健
所
(
千
住
仲
町
七
六
)
　

八
八
八
―
四
二
七
九

愛
の
献
血
に

ご
協
力
を

九
月
の
献
血
日
程
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。
み
な
さ
ん
の
愛
の
献
血
を
お
願

い
し
ま
す
。
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
前

十
時
～
午
後
三
時

▽
九
月
七
日
(
月
)
第
十
四
中
　
▽

十
一
日
(
金
)
高
野
小
　
▽
十
七
日
(

木
)
第
十
三
中
　
▽
二
十
二
日
(
火
)

大
谷
田
小
　
▽
三
十
日
(
水
)
北
千
住

駅
前
(
西
口
)足

立
区
少
年
鼓
笛
隊

合
唱
団
の
隊
員
募
集

区
教
育
委
員
会
で
は
、
学
校
教
育
課

外
活
動
の
一
つ
と
し
て
、
足
立
区
少
年

鼓
笛
隊
・
同
合
唱
団
の
隊
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

鼓
笛
隊
　
▽
足
立
区
第
一
少
年
鼓
笛

隊
(
梅
島
小
学
校
内
)
　

▽
足
立
区
第

二
少
年
鼓
笛
隊
(
千
寿
小
学
校
内
)
　

定
員
は
各
五
〇
名

合
唱
団
　
▽
足
立
区
第
一
少
年
合
唱

団
(
五
反
野
小
学
校
内
)
　

▽
足
立
区

第
二
少
年
合
唱
団
(
千
寿
第
四
小
学
校

内
)
　

定
員
は
各
二
〇
名

練
習
日
時
―
毎
週
土
曜
日
午
後
二
時

～
三
時
三
〇
分
。(
隊
・
団
活
動
用
の

被
服
・
楽
器
は
貸
与
し
ま
す
)

応
募
資
格
―
昭
和
四
十
五
年
九
月
一

日
現
在
、
足
立
区
内
の
小
学
校
四
年
生

で
、
音
楽
に
関
心
の
あ
る
健
康
な
児
童

申
込
み
方
法
―
児
童
の
保
護
者
が
そ

の
小
学
校
長
の
承
認
を
得
て
、
区
教
育

委
員
会
社
会
教
育
課
青
少
年
係
あ
て
、

九
月
三
十
日
(
水
)
ま
で
に
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

応
募
者
が
予
定
人
員
を
こ
え
た
場
合

は
、
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。
抽
選
日

は
、
十
月
六
日
(
火
)
の
予
定
。

区
立
体
育
館
が

一
時
休
館
し
ま
す

中
央
本
町
一
丁
目
の
区
立
体
育
館
で

は
、
館
内
の
照
明
設
備
を
大
改
修
す
る

た
め
、
次
の
期
間
中
は
休
館
い
た
し
ま

す
。昭

和
四
十
五
年
十
一
月
十
五
日
～
十

二
月
三
十
一
日
ま
で
。

こ
と
し
も

か
わ
い
が
っ
て
ね

十
月
一
日
の
都
民
の
日
の
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
、
わ
た
し
も
す
っ
か

り
お
な
じ
み
に
な
り
ま
し
た
。

わ
た
し
が
み
な
さ
ん
の
前
に
お

め
み
え
し
て
か
ら
、
も
う
十
二
年

に
な
り
ま
す
。
は
じ
め
か
ら
わ
た

し
を
そ
ろ
え
て
持
っ
て
い
て
く
れ

る
よ
い
子
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

ど
う
か
こ
と
し
も
か
わ
い
が
っ

て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
十
月
一
日

は
、
都
民
の
み
な
さ
ん
ぜ
ん
ぶ
が

わ
た
し
を
胸
に
つ
け
て
、
東
京
を

ま
す
ま
す
住
み
よ
い
ま
ち
に
し
ま

し
ょ
う
。

バ
ッ
ジ
は
一
個
三
〇
円
で
す
。

ご
希
望
の
か
た
は
、
区
役

所
(

一
階
受
付
)
ま
た
は
区
役
所
第

二
庁
舎
(
旧
梅
島
支
所
)
へ
ど
う

ぞ
。

亜
硫
酸
ガ
ス
等
を
測
定

新
田
に
自
動
記
録
装
置

最
近
の
東
京
の
空
は
、
光
化
学
ス
モ

ッ
グ
や
ら
亜
硫
酸
ガ
ス
・
一
酸
化
炭
素

な
ど
、
人
間
に
は
き
わ
め
て
有
害
な
公

害
物
質
に
汚
染
さ
れ
て
い
ま
す
。

区
で
は
、
こ
れ
ら
公
害
に
対
処
す
る

資
料
を
得
る
た
め
、
こ
の
ほ
ど
「
大
気

汚
染
自
動
測
定
記
録
装
置
」
を
、
新
田

図
書
館
に
設
置
し
ま
し
た
。

こ
の
機
械
は
、
大
気
中
の
亜
硫
酸
ガ

ス
・
浮
遊
ふ
ん
じ
ん
・
風
向
・
風
速
が

自
動
的
に
記
録
さ
れ
る
も
の
で
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
出
さ
れ
た
記
録
結
果

は
、
今
後
の
公
害
対
策
の
重
要
な
資
料

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
現
在
、
区
独
自

で
測
定
装
置
を
設
置
し
て
い
る
の
は
、

三
区
あ
り
ま
す
(
都
で
は
設
置
済
)
が

下
町
の
江
東
五
区
内
で
は
、
足
立
区
が

初
め
て
で
す
。

写
真
は
新
田
図
書
館
二
階
ベ
ラ
ン
ダ
に

設
置
さ
れ
た
大
気
汚
染
自
動
記
録
装
置

道
路
・
水
路
工
事

道
路
舗
装
=
▽
東
栗
原
町
一
九
八
一

～
一
一
七
一
先
ほ
か
一
か
所
、
▽
東
和

三
丁
目
二
～
一
九
先
ほ
か
二
か
所
、
▽

新
田
二
丁
目
四
～
五
先
ほ
か
四
か
所
…

以
上
十
月
初
旬
ま
で
　
▽
西
新
井
三
丁

目
一
七
～
一
九
先
ほ
か
一
か
所
　
▽
梅

田
六
丁
目
三
三
先
　
▽
竹
の
塚
四
丁
目

一
～
同
三
丁
目
一
〇
先
ほ
か
一
か
所
…

以
上
十
月
中
旬
ま
で

道
路
拡
幅
=
▽
梅
田
一
丁
目
三
三
～

二
先
…
以
上
十
二
月
中
旬
ま
で
、
▽
伊

興
町
前
沼
一
三
一
六
～
一
二
九
一
…
以

上
四
十
六
年
一
月
六
日
ま
で

側
溝

改

修
=

▽

足

立

二
丁

目

三

八
～

同

三
丁

目

二

五
先

ほ

か

三

か
所
…
以

上

十

一

月
中

旬

ま
で

。

水

路
改

修
=

▽

保

木

間
町

一

二

〇

六

～

一

一

九
一

先

ほ
か

一

か

所
…

以

上
十

月

初

旬

ま
で

、
▽

中

川

四
丁

目

一

一
～

八
先
…
以

上

十
月

下

旬

ま
で

、
▽

綾
瀬

二
丁

目

一
～

二

先
…

以

上

十

一
月

中

旬

ま
で

。

水

路
フ

タ

か

け
=

▽

綾

瀬
三

丁

目

一

八
先

、
▽

保

塚
町

一
～

四

先
、

▽

中

央

本

町

四
丁

目

一

二
先

…

以

上
十

月

下

旬

ま
で

。

下
水
に

危
険
物
を
流
さ
な
い
で

く
だ
さ
い

不
用
意
に
ガ
ソ
リ
ン
や
シ
ン
ナ
ー
な

ど
、
油
類
を
下
水
管
に
流
し
ま
す
と
、

道
路
の
マ
ン
ホ
ー
ル
か
ら
そ
の
臭
気
が

流
れ
出
た
り
、
家
庭
の
流
し
や
風
呂
場

の
排
水
口
を
通
し
て
臭
い
が
建
物
内
に

も
れ
、
不
愉
快
な
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
揮
発
性
の
ガ
ス
が
含
ま
れ
た
り

し
て
い
る
と
、
爆
発
の
キ
ケ
ン
も
あ
り

ま
す
。

で
す
か
ら
、
ガ
ソ
リ
ン
や
シ
ン
ナ
ー

を
は
じ
め
毒
劇
物
な
ど
を
下
水
管
に
捨

て
る
こ
と
は
厳
重
に
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
お
互
い
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

下
水
道
局
北
部
第
一
管
理
事
務
所

奨
学
生
募
集

区
で
は
、
昭
和
四
十
六
年
度
足
立
区

育
英
資
金
の
貸
付
け
を
、
次
の
と
お
り

行
な
い
ま
す
。

応
募
資
格
　
(
1
)
昭
和
四
十
六
年
四
月

一
日
現
在
で
、足
立
区
に
ひ
き
続
き
三

年
以
上
住
ん
で
い
る
か
た
の
子
弟
で
、

都
内
に
所
在
す
る
大
学
ま
た
は
高
等
学

校
(
高
等
専
門
学
校
を
含
む
)
に
在
学

し
て
い
る
こ
と
(
昭
和
四
十
六
年
度
入

学
者
を
含
む
)
　
(
2
)
学
業
成
績
が
優
秀

で
、
心
身
と
も
に
健
全
で
あ
る
こ
と
　

(
3
)
家
庭
の
事
情
で
、学
資
金
の
支
弁
が

困
難
で
あ
る
こ
と
　
(
4
)
同
種
の
奨
学
金

を
、
他
か
ら
受
け
て
い
な
い
こ
と

貸
付
金
額
　
高
校
生
=
月
額
三
〇
〇

〇
円
以
内
　
大
学
生
=
月
額
四
〇
〇
〇

円
以
内

返
済
方
法
　
利
子
は
無
利
子
。
卒
業

後
一
年
め
か
ら
十
年
以
内
に
、
分
割
で

返
済
す
る

申
込
み
期
間
　
昭
和
四
十
五
年
九
月

二
十
一
日
～
九
月
三
十
日

申
込
み
先
　
区
教
育
委
員
会
学
務
課

振
輿
係

■

区
民
卓
球
講
習
会

区
教
育
委
員
会
で
は
、
区
民
体
育
振
興
の
一
つ
と
し
て
、
次
の
よ

う
に
「
卓
球
講
習
会
」
を
開
き
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

日
時
　
昭
和
四
十
五
年
九
月
十
三
日
(
日
)
午
前
九
時
～
午
後
四
時

場
所
　
足
立
区
体
育
館
(
中
央
本
町
一
丁
目
一
七
―
二
)

対
象
　
足
立
区
在
住
、
在
勤
、
在
学
で
、
十
六
歳
以
上
の
か
た

定
員
　
一
〇
〇
名
(
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
切
り
)

内
容
　
(
1
)
基
本
的
技
術
の
理
論
と
実
技
　
(
2
)
応
用
技
術
と
フ
ォ
ー
メ

ー
シ
ョ
ン
の
習
得
　
(
3
)
ゲ
ー
ム
の
仕
方
　
(
4
)
模
範
演
技

申
込
み
方
法
　
所
定
の
申
込
用
紙
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
直
接
あ
る
い
は
郵
送
に
て
「
足
立
区
教
育
委
員
会
社
会
教
育

課
体
育
係
」
へ
　
(

足
立
区
千
住
一
丁
目
五
〇
)

■
第
2
3回
足
立
区
民
体
育
大
会

秋
季
競
技
大
会
の
お
知
ら
せ

秋
の
ス
ポ
ー
ツ
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
左
記
の
と
お
り
催
し
ま
す
の

で
、
ふ
る
っ
て
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
参
加
資
格
　
足
立
区
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
生

▼
競
技
種
目
=
実
施
期
日
=
場
所
=
(

申
し
込
み
締
切
り
日
)

▼
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
=
9
月
2
0
日
=
宮
元
公
園
バ
レ
ー
コ
ー
ト
=
(
9

月
1
2
日
)
▼
ク
レ
ー
射
撃
=
9
月
2
3
日
=
埼
玉
県
百
穴
射
撃
場
=
(

9
月
1
5
日
)
▼
な
ぎ
な
た
=
1
0
月
4
日
=
区
立
綾
瀬
小
学
校
=
(
9

月
1
9
日
)
▼
サ
ッ
カ
ー
=
1
0
月
1
0
・
1
1
・
1
8
日
=
足
立
工
業
高
校
=

(
9
月
1
9
日
)
▼
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
=
1
0
月
4
日
=
足
立
区
体
育

館
=
(
9
月
2
5
日
)
▼
柔
道
=
1
0
月
1
0
日
=
正
和
自
動
車
㈱
内
=

(
9
月
2
5
日
)
▼
陸
上
=
1
0
月
1
0
日
=
北
千
住
公
園
陸
上
競
技
場
=

(
9
月
2
6
日
)
▼
空
手
=
1
0
月
2
5
日
=
区
立
千
寿
旭
小
学
校
=
(
9

月
3
0
日
)
▼
釣
魚
=
1
0
月
1
1
日
=
利
根
川
下
流
笹
川
=
(
9
月
3
0
日
)

▼
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
=
1
0
月
1
0
日
=
足
立
区
体
育
館
=
(
9
月
3
0
日
)

▼
剣
道
=
1
0
月
1
1
日
=
区
立
千
寿
小
学
校
=
(
9
月
3
0
日
)
▼
エ
ア

ー
ラ
イ
フ
ル
=
1
0
月
4
日
=
竹
の
塚
文
化
セ
ン
タ
ー
=
(
1
0
月
1
日
)

▼
庭
球
=
1
0
月
1
0
日
=
北
千
住
公
園
庭
球
場
=
(
1
0
月
2
日
)
▼
卓

球
=
1
0
月
1
1
日
=
足
立
区
体
育
館
=
(
1
0
月
5
日
)
▼
相
撲
=
1
0
月

1
0日
=
北
千
住
公
園
相
撲
場
=
(
1
0
月
8
日
)
▼
弓
道
=
1
0
月
1
0日
=

北
千
住
公
園
弓
道
場
=
(
1
0
月
8
日
)
▼
ハ
イ
キ
ン
グ
=
1
1
月
8

日
=
日
光
霧
降
高
原
=
(
1
0
月
2
2日
>
▼
総
合
開
会
式
=
1
0
月
1
0日
=

北
千
住
公
園
陸
上
競
技
場

〇
申
し
込
み
　
問
い
合
せ
は
、
社
会
教
育
課
体
育
係
ま
で
。

■
届
き
ま
し
た
か

国
民
年
金
の
納
付
書

第
二
期
分
(
七
・
八
・
九
月
分
)
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
て

い
た
だ
く
た
め
、区
役
所
か
ら
被
保
険
者
の
み
な
さ
ん
方
へ
保
険
料

納
付
書
を
郵
送
し
ま
し
た
。
郵
送
未
着
の
方
は
、
年
金
課
検
認
係

へ
、
す
ぐ
お
電
話
く
だ
さ
い
。
再
発
行
し
ま
す
。

こ
の
納
付
書
で
、
都
内
の
郵
便
局
・
銀
行
・
信
用
金
庫
、
区
内
の

農
協
・
区
役
所
と
第
二
庁
舎
内
の
派
出
所
へ
、
九
月
三
十
日
ま
で
に

お
納
め
く
だ
さ
い
。


